








要約:静岡県沼津市、東京都板橋区、長野県上田市で、3 才以下の児の母親にアンケート

調査を行い 746 通を回収した。一般的な知識はかなり普及しており、注意の度合いも比較

的高いが、特定の装置などの利用は充分ではなかった。浴槽の鍵、チャイルドシートなど、

具体的な方法まで含めた教育が必要と思われた。いくつかの質問では有意な地域差を認め、

これらは生活習慣の差によるものと思われた。安全教育を行う際には、対象地域の傾向を

把握する事が望ましい。


